
未成年の生徒様用 追加ルール 
 
 
この資料は、ジーニアスイングリッシュの未成年の生徒様のための追加ルールをまとめたもので

す。これらのルールは、18歳未満の生徒様に適用されます。この資料に記載されていないその
他のルールは、大人の生徒様のルールと同様になります。 
 
未成年の単独留学の生徒様(12歳〜17歳)とサマーキャンプの生徒様(9歳〜17歳)は、安全・健
康を維持、英語力を向上させるため、以下の特別ルールに従う必要があります。 
 
 
ジーニアスイングリッシュでは、12歳(中学生以上)の単独留学を受け入れています。ただし、入
学には当校への未成年留学生保護者同意書の提出とフィリピン大使館への WEGの申請 が必
要です。 
 
サマーキャンプでは、団体の代表者の同伴があれば、9歳から参加できます。 
 
 

1. 基本ルール 
- 生徒は常に学校のルールを守り、講師・スタッフ・他の生徒を尊重しなければなりませ

ん。 
- 懸念や問題があれば、直ちにマネージャーまたは団体の代表者に報告すること。 
- 体調不良やサポートが必要な場合は、必ず、マネージャーまたは団体の代表に申し出る

こと。 
 

2. 安心・安全 
- 未成年の単独外出は禁止されています。講師、マネージャー、団体の代表者の同伴が

必要です。 
- 生徒は、キャンパス内およびキャンパス外での学校アクティビティでは、常にIDカードを着

用しなければなりません。 
- 門限は厳守すること 

- 平日：学校アクティビティ以外の外出は禁止 
- 週末：外出は、保護者の同意書がある場合のみ許可されます。(15歳以上) 

- 危険物(鋭利なもの、花火、ライター、マッチなど)を持ち込んだり、使用したりしないこと 
 

3. 授業への出席と成績 
- 未成年の生徒には、すべての授業への参加が義務付けられています。 
- 出欠は毎日チェックされます。3回遅刻した場合は1回の欠席としてカウントされます。 
- 全授業の20%以上を欠席した場合、修了証は授与されません。 
- 体調不良の場合は、マネージャーにその旨を伝え、必要であれば医師の診断書を提出

すること。 
- レッスンを妨害するような会話は禁止されています。講師が本題から外れた話をした場

合、生徒は丁寧に指摘するか、アカデミックヘッドに報告すること。 
 
 

4. 教室ルール 
- 生徒は時間通りに教室に行き、レッスンを受けれる準備をしておかなければなりません。 

https://tokyo.philembassy.net/ja/consular-section/services/notarial-services/waiver-of-exclusion-ground-weg/


- 授業中に大声で話したり、スマートフォンを使用したり、食事をしたりすることは禁止され

ています。 
- 生徒は教室を清潔に保ち、学校の所有物を大切に扱わなければなりません。(机を荒らし

たり、落書きをしたり、資料を破いたりしてはいけません) 
 

5. 消灯時間 
- 未成年の消灯時間 

- 日曜日〜木曜日：21時 
- 金曜日・土曜日：22時 

- 消灯時間は厳守すること。消灯後は大声で騒がないこと。 
- 消灯時間違反は警告の対象となります。度重なる違反は、権利の剥奪または保護者へ

の報告につながる場合があります。 
 

6. 個人の所有物とお部屋のルール 
- 外出時には部屋の鍵をかけ、貴重品は安全な場所に保管すること。 
- 消灯時間を過ぎての他の部屋への訪問は禁止。 
- 学校の所有物を破損した場合は、直ちに報告しなければなりません。修理費用は生徒の

負担となります。 
 

7. スマートフォンの使用 
- 18歳未満の単独留学の生徒 

- スマートフォンの使用は授業終了後のみ許可され、授業中は電源を切っておくこ

と。 
- スマートフォンの使用は、学習目的、家族やマネージャーとのコミュニケーション

に限る。 
- 生徒は、学習に不適切なウェブサイトにアクセスしてはならない。 

- サマーキャンプの生徒 
- スマートフォンは毎日19時30分〜20時30分までしか使用できない。 
- スマートフォンの使用は、家族とのコミュニケーションに限る。 

 
8. 行動と規律 
- いじめ、喧嘩、不適切な行為（身体的または言葉による攻撃、差別など）は厳禁です。 
- 生徒はクラスメートやスタッフに礼儀正しく、敬意を払わなければならない。 
- 重大なルール違反は保護者に報告され、しかるべき処分が下される。 

 
9. 健康と衛生 
- 生徒は清潔を保たなければならない。(毎日のシャワー、歯磨き、清潔な服装など) 
- 病気や怪我をした場合は、直ちにマネージャーまたは団体の代表者に報告すること。 
- 伝染性の病気（例：インフルエンザ、発熱）にかかった生徒は、回復するまで授業に参加

することはできません。 
 

10. 祝日と学校アクティビティ 
- フィリピンの祝日は授業がありません。 
- 充実した留学生活のために、生徒は学校アクティビティに参加することが推奨されていま

す。 
 



11.      返金規定 
- 不正行為により退学となった場合、返金はありません。 

 
12. 緊急連絡先と保護者の同意 
- 保護者は、最新の連絡先の提供と、必要な場合の緊急医療処置に同意する必要があり

ます。 
- 生徒が何らかの理由で学校を離れる必要がある場合、保護者の許可が書面で必要とな

ります。 
 

 
  
私 　　　　　　　　　　 は、ジーニアスイングリッシュでの滞在中、すべての規則を守り、責任を持っ
て行動することに同意します。 
 
生徒名 & サイン：　　　　　　　　　　　日付：　　　　　　　　　　 
 
保護者名 & サイン：　　　　　　　　　　　日付：　　　　　　　　　　 


